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■　巻頭言 

一般社団法人　三重県診療放射線技師会	
副会長　界外	忠之	

CCRT開催に向けて 
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■　お知らせ 
平成28年度　三重消化器画像研究会開催 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CT検査が変わる？ 

消化管 X線 TVが変わる？ 

 標準化への道のり 
 平成２8年度三重消化器画像研究会講演会 

 

講師： 

独立地方行政法人東千葉医療センター 

公益社団法人日本放射線技術学会撮影部会長 

第 44回日本放射線技術学会秋季大会 会長 

梁川範幸 先生 
NPO法人日本消化器がん検診精度管理評価機構九州支部代表 

石本裕二 先生 

 
 

平成 28年 6月 18日 何かが始まろうとしている！！！！ 

伊勢の国（四日市羽津医療センター）から・・・・・ 
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平成２8年度三重消化器画像研究会講演会 
共催 三重消化器画像研究会  

第一三共株式会社  

独立行政法人四日市羽津医療センター 

一般社団法人三重県診療放射線技師会  

記 

開催日  ：平成２8年６月１８日（土）14:00より 

会 場  ： 四日市羽津医療センター ４F講堂 

             〒  510-0016 三重県四日市市羽津山町 10番 8号 TEL：059-331-2000 

参加費  ：１０００円 

プログラム    

総合司会：                四日市羽津医療センター                   伊藤 誠  

13:30  受付開始 

13:50  開催の挨拶               三重消化器画像研究会代表                  西川 孝  

14:00  情報提供          『造影剤最近の話題』                      第一三共株式会社 

14:20  情報提供          『日立最新型CT装置の紹介』                       日立メディコ株式会社 

14:40  パネル講演  『各施設の消化管X線TV装置の最適な画質精度管理』 

       司会：                  四日市羽津医療センター放射線部     技師長    吉田亘孝 

                             岡波総合病院放射線部           技師長    界外忠之 

      基調講演  『消化管X線TV装置の最適な画質精度管理とは』 

                 ＮＰＯ法人日本消化器がん検診精度管理評価機構九州支部 技師部代表 石本祐二  先生 

15:30           四日市羽津医療センター  （10分）                          杉田和久 

               鈴鹿回生病院         （10分）                          福田剛史 

               四日市健診クリニック     （10分）                          村鳥直人 

               厚生連大台厚生病院    （10分）                           山本憲一 

16:20  休憩                

16:30  特別講演   『CT検査の標準化』 

              司会：三重県消化器画像研究会代表世話人                              西川 孝   

              講師：公益社団法人日本放射線技術学会撮影部会長 

地方独立行政法人東千葉メディカルセンター               放射線部部長  梁川範幸 先生 

17:30  閉会の辞  三重県診療射線技師会                          会長      山田隆憲   

以上 

＊ご記帳いただいたご施設名、ご芳名は医薬品及び医学・薬学に関する情報提供のためご利用させていただくことがございます。 

何卒ご理解とご協力お願い申し上げます。 

 

 

PS:当日懇親会を開催しますが、事前のお申し込みが必要です参加希望の先生は下記まで 6月 10日までに E-mailにてご連絡下さい。 

              開始：6月１8日午後６：３０より 

場所：たまゆらプラトンホテル（０５９－３５４－３９３９） 三重県四日市市西新地７−３ 

会費：懐石呑み放題付き：5,000円 

連絡先：E-mail nishikawa@yh-cli.com   医療法人尚豊会四日市健診クリニック 西川 孝 



平成28年5月吉日	

平成28年度 業務拡大に伴う統一講習会（三重）開催のご案内 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平成28年5月吉日	
基礎講習「乳房撮影」開催のご案内 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■　活動報告 
第84回　北勢消化器画像研究会 

	
代表世話人　町田	良典	
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第22回　三重県放射線超音波研究会 

三重県立総合医療センター	
安本	浩二 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第85回　北勢消化器画像研究会 
代表世話人　町田　良典 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第57回　南勢地区消化器撮影研究会 
代表世話人　山本	憲一 

 18

�¶¹X¥cwo��

� wo� � � �¡� �O�

» �	 r� iduf¦e¼���Ç¶¹X�

�

�� � �� � ���� � � � �
 ��  ��� �
 � �� `�

x� � �� � �ºWd¾l×� � � Ù� XÐ��

jaT�� � �� n�

�� � ��

á�v·�93(68�� � � � � � �

¤Å � ¿£¢�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

Ur3PÕ¦e¼2Ó�£¢.�;¤Å£¢2v·²0b��9

|64'+� 
Ò��¤Å£¢V�3�0:§�'-�4)�µÏ<Â�);

#/3{yÖÊ.�;/��4)� 
�Ú1£¢'-5;#/�O¬02.)��'Þ2Q.�ª'

-54'+� 

 



 19

� �

	������������

�

�

�

�

�

�

�

�

 

ØÑ�y2Ã���2®\<Ë-

54'+��

½ÆPÄ¯2¨�<«^8:Î5

k:�ÈÜ�©Mps2�©18

:Ì�'-�!Ô¸<�'.7³

%=1Â�'-�+,";8�0

®\.�:4'+��

 

7�O\3hS�Å2 ��� ?JA

C>B2®\<Ë-54'+��

�ÝßÀ15;#/�. ;hS

�ÅEIND/m(8�0Ä¯.

�:4)��Q13#28�0®

\�}t);/��2<³%=1

Ë-�+, 4'+��

 
 



 20

á�Ã �¿£¢�2R����ÍqMÉÁ�Û��

� � ��Ú1@FGKN@HL'-58���

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

� �

Z�$�ËâÊ��$&�4'+9���P%���

 

ÒÝ�z±'-�4)«^Ì�

1�";£¢�2R�1��

-�g°�_1¤´'-~Â'

-79�4'+� 
�Ú2�Â'+�^<Ë-7

9��*2� TVÉÁ<[�Y
à'-79��7'72�1]

�-�+, 4'+� 



第86回　北勢消化器画像研究会 
代表世話人　町田	良典 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第34回　三重乳腺勉強会 
報告　三重大学医学部付属病院　前田	菜美 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第87回　北勢消化器画像研究会 
報告者　北勢消化器画像研究会	

伊藤	誠 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第８７回北勢消化器画像研究会 定例会報告 
 
日時：平成２８年４月２３日 土曜日 １４時から１７時 
場所：JCHO四日市羽津医療センター 健康管理センター棟４階 多目的ホール 
参加者：１８名 
 
製品紹介「バリウムの基礎知識」  

講師 カイゲンファーマ株式会社 マーケティング学術課 末永正樹 
 

バリウム製剤については、まず原料から始まり粒度分布（バリウム粒子の大きさの分布）

とそれによる粘度の関係を中濃度と高濃度で撮影された画像と共に説明いただいた。 
バリウムには硫酸バリウム以外に多くの添加薬剤が用いられており、とりわけ分散剤が

バリウム懸濁液の粘性に大きく関与しており、分散剤によっては、温度の影響も受けやす

いので調製時に用いる水の温度に注意してほしいと述べられていた。 
また、自社製品のいくつかについて濃度や液温による物性の違いについて詳しく説明し

ていただいた。 
 
レクチャー「診断用 X線 TV装置と検出器の変遷」  

講師 鈴鹿回生病院 丹羽健二 
 

 1895年に X線が発見されてから現在に至るまでの、X線 TV装置と検出器の構造と技術
について解説。 

X線透視装置の始まりは、蛍光板を用いた暗室内での検査であった。術者は蛍光板を直接
肉眼で観察しながらの検査であり、被写体・および蛍光板を透過した X線にさらされなが
らの検査であった。I.I.と撮像管の登場により透視検査は暗室と被ばくから解放された。 
当時の撮影は、フィルムスクリーンシステムのカセッテを１枚ずつ装填したカセッテ方式 
に始まりマルチカセッテ、カセッテレスへと進化していった。II-DRの登場により撮影像 
をリアルタイムに観察できるようになり、フラットパネルディテクタの登場により、歪の

少ない安定した画像が得られるようになった。 
 
バリウムスタディの技 ～誕生から基準撮影法まで～ 

講師 JCHO四日市羽津医療センター 伊藤誠 
 
バリウムスタディにおいて、現在主として用いられる四大撮影法について 

充盈法：Duttoが 1896年に石膏を臓器に詰めて造影検査の検討を行ったとされる最古の技
術。バリウム製剤による造影は 1910年より始められる。立位で体部～十二指腸球部の半分
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までをバリウムで満たした状態が良いとされる。バリウムの量は 250cc～300ccほどが必要
となる。胃の自然な状態での形態や伸展性を見るのに用いられる。胃角変形の評価は、胃

角を正面視した立位の充盈像で行うのが正しい。 
圧迫法：造影剤で満たされた部分に圧迫をかけて、目的部分の造影剤量を調節したり、形

態の変化や伸展性を評価する目的で使われる技術。診察時に腹部圧迫は行われていること

から、透視検査初期の観察下では医師は患者のすぐそばにいたことから、充盈法による透

視観察が始まった当初より自然発生的に透視下で圧迫観察が行われていたと推測される。 
粘膜法・レリーフ法：1920年発表、以前の検診では推奨されていた方法、少量のバリウム
を用いて“ひだ”間の溝にバリウムを行きわたらせて、ひだ走行を観察し病変の存在を評

価する技術。空気を用いて胃を膨らませてバリウムを薄く漂わせて粘膜面を評価する方法

は主に前壁撮影に用いられていた。 
二重造影法：1923年に Fischer.A.Wが考案、日本では昭和 30年ごろ白壁彦夫・市川平三
郎らによって二重造影像による胃病変の診断技術が急速に進歩した。バリウムと空気を用

いて粘膜面に付着したバリウムにより詳細な粘膜の凹凸を撮影する。薄く付着したバリウ

ムにより粘膜面を模様として表す二重造影第 1 法と、薄いバリウムの層を作り出し凹凸の
中や周囲に漂わせて凹凸を露わにする二重造影第 2法が使い分けられている。 
 検診の撮影に於いて全国的な技術レベルの底上げを目的として、学会等により数多くの

標準撮影法が考案されてきたが、2008年に基準撮影法が考案されて現在の検診における撮
影の基本として多く用いられている。 
 基準撮影法は、簡便な方法で胃粘膜面全体を診断可能な最低限の画質で描出することを

目標として考案されている。各画像の撮影それぞれについて注意点が細かく記されている

ので今一度自らの知識や技術の点検を兼ねて講義の中で確認した。 
これら多くの技術を後世に伝えるのも私たち皆の役目であると筆者は考えます。バリウム

スタディの技術を今一度振り返り、皆さんの日ごろの撮影の糧になれば幸いです。 
 
 

報告者 北勢消化器画像研究会 
伊藤誠 

 



■　三重県診療放射線技師会 活動報告 
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平成27年度活動報告（編集・HP） 

担当業務理事　浅沼 源示（担当理事数 3） 

会議の開催状況 メールによる会議・相談　延べ3回
web広告の勧誘 大：3件　中：13件　小：4件

HPおよびfacebookへ
の掲載

各勉強会開催案内　19回 
求人情報　13回

web会誌の作成（1）

表　　題：Web版 三重県放射線技師会誌　276 号（10月号） 
発行期日：平成27年10月23日 
ページ数：31 
内　　容：巻頭言、技術講演会アンケート結果、三重県診療放射線技師会活動報

告、総会・理事会議事録、業務理事会議事録、編集後記。詳細はWeb会
誌参照。 
原稿依頼、雑誌に掲載した研究会等に関する当日写真撮影、撮影写真編
集、原稿校正、レイアウト修正、Web会誌作成に関する業務を行った。

web会誌の作成（2）

表　　題：Web版 三重県放射線技師会誌　277 号（2月号） 
発行期日：平成28年2月26日 
ページ数：32 
内　　容：巻頭言、放射線技術フォーラムのお知らせ、位10回 骨・関節単純X線

撮影を熱く語る集い報告、三重県診療放射線技師会活動報告、
CCRT2016企画委員会議事録、編集後記。詳細はWeb会誌参照。  
原稿依頼、雑誌に掲載した研究会等に関する当日写真撮影、撮影写真編
集、原稿校正、レイアウト修正、Web会誌作成に関する業務を行った。

web会誌の作成（3）

表　　題：Web版 三重県放射線技師会誌　278 号（5月号） 
発行期日：平成28年5月27日 
ページ数：52 
内　　容：巻頭言、研究会からのお知らせ、三重県診療放射線技師会活動報告、理

事会議事録、第66回定期総会資料、編集後記。詳細はWeb会誌参照。 
原稿依頼、原稿校正、レイアウト修正、Web会誌作成に関する業務を行
った。

新事業 次年度に続くホームページのレイアウト変更



■　議事録 
平成27年度　第2回理事会 
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第2回理事会議事録 

1. 開催日時：平成27年11月24日（火）19:30~ 
2. 開催場所：三重大学医学部　病態医科学研究棟8階　中会議室 
3. 出席者氏名 
【会長】山田 隆憲 
【副会長】中西 左登志、界外 忠之 
【業務理事】山田 剛、浅沼 源示 
【理事】北林　厚生、白藤　裕敏、、落合　哲也、山本　憲一、、森田　英稔 
【監事】牧　浩昭 
【教育委員】北岡　ひとみ 

4. 進行等 
定款第30条により会長が議長となり、午後7時30分開会を宣言した。 

理事総数18名のうち10名の出席を得たので、適法に成立する旨を述べ、議事録作成に関わる業務
を浅沼業務理事を指名し、議事の審議に入った。 

5. 議事 
報告事項 

1) 【中日本地域技師会会長会議】（11/8）第8回中部放射線医療技術学術大会時（山田会長） 
① 中澤会長より接拶 
• 統一講習会の機会を設け、全員に受講してもらいたい。3 年かけて行ってほしい。H28年度
入学者から（カリキュラム変更のため）講習が免除となる。 

• 生涯教育を今後見直していきたい。 
• 技師法の改正をすすめていきたい。乳癌健診、胃癌検診についての法令の中の「包括的」と
いう言葉を排除していけるよう今後、国へ働き掛けていく。そのためには国会議員を診療放
射線技師から出していかねばならない。 

② CCRT 参加費 
学生会員の参加費の取り扱いを無料とするか、県のみの技師会員の参加費の取り扱いを会員価
格にするのか⇒翌日の運営会議で検討を行う。県のみの技師会員は各県、日本診療放射線技師
会にも入会することを勧めているが、金銭面の事情などでなかなか入会は困難。各県3～70 数
名の県のみの技師会員を抱えているとのこと。 

③ 地域理事 
現在、愛知の佐野地域理事が本部の業務と兼任している。業務が多忙となり、地域理事を自薦
他薦問わず、連絡をしてほしいとの旨話があった。 

④ 平成28年全国学術大会 
2016年9月16～18日に岐阜県長良川国際会議場にて行われることが報告された。 
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⑤ CCRT福井参加者数等 
演題数144 
参加状況450～500名（11/7正午現在） 

⑥ 次年度CCRT について 
• 三重の山田会長より2016年11月5～6日に三重県鈴鹿医療科学大学にて行われることが報告
された。 

• 佐野地域理事より2016年2月7日の運営会議までに、パンフレットと予算の明確な計画書を
出してほしいとの要望があった。予算使用については会員の大事なお金であるため、クリー
ンな使用を徹底してほしい旨の話があった。また、中澤会長が宿泊するところと2次会は別
のところにしてほしい旨の要望があった。各県の名簿については、県のみの技師会員の名簿
を送ってもらう必要がある。また、カードリーダーについてはインターネットにつないでお
けば、本部に直接登録できる。 

⑦ 会員年会費 
佐野地域理事より、定年後の技師会員は年会費を安くすることも必要である旨、お話があった。

2) 【教育委員会議】（11/8）第8回中部放射線医療技術学術大会時（北岡教育委員） 

① 次年度診療放射線技師基礎技術講習について 
三重県乳房撮影（7～9月ごろ） 

② 次年度業務拡大に伴う統一講習会 
• 次年度開催については、静脈抜針修了者という枠組みを外す形で実施可能（各県判断） 
• 本県は7～9月に実施予定（静脈抜針修了者という枠組みを外す形で実施） 
• 複数回できる県はどんどん実施してほしいとのこと。今年度も、複数回後であれば、外して
もよいこととなった。（愛知は今年度3 回目実施ではずすとのこと）現在、三重県2月予定
のものは、講師の問題などあるため、まず、静脈抜針修了者という枠組みで行いたい。 

• また、参加者人数が少ないことについて、各県から本部へ指摘があり、本部より、保健所の
受け入れ検査について、受講者の人数などを聞いていく形で進んでいく旨の回答があった。 

•
③ 次年度フレッシャーズセミナー 
山田会長とご相談し、次年度、三重は実施しない。（前回同様2年に1回実施） 
また、他県で、参加者増加の工夫として、 
1) 所属長同伴で行い、最後に懇親会を行っている。 
2) 実習形式を取り入れている等のお話あり。 
『当直前に注意するべきこと』をいれてはどうかという、意見もあがった。 

④ アドバンス看護学 
近年、アドバンス看護学は埼玉県のみの実施となっているため、今年度の1月16～17日に愛知
医科大学にて行われることとなった。 
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3) 平成27年度第2回中部放射線医療技術学術大会運営委員会 

① 内規確認 
「地方技師会のみ入会の技師会員」の参加登録費について、日本診療放射線技師会中日本会長
会議において検討され、正会員と同じとすることで、当委員会に報告があった。これを受けて、
内規の文言を確認したが変更することなく対応できることから、このままとすることになった。
なお、発表者となる学生で、演題登録時に技術学会未入会のものについて、登録に時間を要す
ることもあるが、指導教員に入会を促すことが確認された。 

② 第8回中部放射線医療技術学術大会の準備状況（安達大会長） 
• 11/7時点での参加登録数は511名（企業からの参加者除く）で、予定（600名）よりやや少
ない。550名の参加で収支は大丈夫とのこと。 

• 演題数は144題． 
• PC受付について、一般演題では問題なかったが、第一会場シンポジウムで動画の映写がう
まくいかなかった。一般演題では、ファイルの形式等周知されていたがシンポジウムなどで
周知されていなかった事が原因で、今後気を付ける必要があるとの事。 

• 開会式の時間帯に、会場外にいる会員が多かったので中に入るよう促された。これは開会式
がランチョンセミナーの時間帯の前であったため、席取りに並ぶためではないかということ。
次回はこの点も留意するとのこと。 

• 技師会、技術学会それぞれ県別の参加者数が把握したいということで、後日、実行委員会に
お知らせいただく。 

• 意見交換会では、参加者数の70%の料理を用意したが残りが出た。 
• 発表会場の広さはちょうど良かった。 
•
③ その他 
• 第32回日本診療放射線技師学術大会（岐阜県）について案内があった。 
• 次回（第3回）運営委員会の日時・場所について 
• 次回は、2016年2月7日（日）10:30から、名古屋大学医学部保健学科本館3階放射線専攻セ
ミナ一室にて開催の予定。 

4) 【平成27年度全国会長会議】第31回日本診療放射線技師学術大会時（11/21～23） 

① 会長挨拶 
• 統一講習会は順調に進んでいる。厚労省に報告検証されている。 
来年は1～20.000名の受講者を考えている 

• 国家試験の構成、7/1付けで副委員長就任（中村氏） 
学士・修士・博士（現60%) 90% にしたい 

• 医学物理士の件、放射線技師は昭和62年に4年制大学が出来て6年制へ移行している。 
• 今動きとして関連する学術団体が放射線技師の上に立てようとしている。 
• 医学物理士の国家資格化に関する日本診療放射線技師会の考え方の文章をまとめて述べた。
全国会長新会長8名紹介 
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② 議題 
• 統一講習会の進捗状況厚労省検証委員会報告について 
i. 原口理事より報告約20回程　860名　平成27年度約3000名程受講者  
厚労省の検証あり、年間10.000名程のプランを立てる事 

ii. 今の業務拡大で成功なくして後は無い。次のステップに行くための実績作り 
iii. 日放技からも各都道府県の行政医療監視の場で各施設へ受講を促して頂くように働きかけた
い 

• 社会奉仕活動カウント申請の方法のについて 
以前まではJARTで取り扱っていたが、内容に関しては都道府県技師会会長責任・都道府県放射
線技師会にてイベント（JARTIS) 
日本診療放射線技師会にて承認・参加者リスト内容報告・日本診療放射線技師会  
カウント反映　社会活動1時間で1ポイント付与される。 

• JART 事業の業務委託について 
別紙資料（JART資料） 

③ その他・質問等 
• 会費未納者の件各都道府県の名簿一覧・事務連絡（2 年以上会費未納者は除籍になりますの
で各会員に促して下さい）三重県1年会費未納者44名2年会費未納者7名 

• 叙勲等表彰実態調査報告 
• 平成27年度役員ワークショップ報告 
• 編集担当理事平成28年度よりぼちぼちNETWORK NOWを電子化にしていく 
• 当面紙ベースと電子化を並行していく（紙ベース年間500～600万円程に） 
• 線量計をJARTとして購入して頂き貸し出しをして頂きたい 
• 医療安全について今後JARTと愛知県技師会と協議をしていきたい（11/20 ？事故） 

『放射線技師連盟より』自民党公認畔元氏（JART理事）の紹介 
佐野副理事長より医師・薬剤師・看護師・臨床検査技師も立ちますが、今回の選挙は畔元本人
だけの戦いではない.我々全放射線技師たち（家族・会員・非会員も）の戦いでもあるので、ま
た今回が最後となりますので是非ともご理解ご協力お願いします。 
全員「頑張るぞー・頑張るぞー・頑張るぞー」の気合いで終わった。 

5) 学術大会・講習会・研究会・など準備進捗状況 
① 第3回三重県診療放射線技師学術大会（11/29日）鈴鹿医療科学大学 
② 骨・関節単純X線撮影を熱く語る集い（12/5土）鈴鹿医療科学大学 
③ 新春学術講演会（H28/l/23土） 
④ 東海四県放射線技師学術大会 in 岐阜県（H28/2/ ll 木祝） 
⑤ 統一講習会（H28/2/27.28土日）鈴鹿医療科学大学 
⑥ 技術フォーラム（H28/3/5土）三重大学医学部　臨床第2講義室・午前 親睦ボーリング大会 
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検討事項 
1) 第9回中部放射線医療技術学術大会（H28/11/5-6)に県大会の準備委員発足 
① 2016CCRT実行委員（案）（下図参照） 

② その他 
• サブタイトル 
次世代に津なく技術と英知のサミット 

• 予定演題数　150演題 
• 予定プログラム 
i. 特別講演 
ii. 特別企画（CCRT企画委員会が行う） 
iii. シンポジウム 
iv. ランチョンセミナー 
• 懇親会会場 
グリーンパーク鈴鹿　250名収容 

• 後援は三重県と鈴鹿市で、鈴鹿市長に開会挨拶を依頼予定 

2) 三重県診療放射線技師会65周年式典(H28/10/9）四日市都ホテルの準備委員会発足 

3) その他 
平成28年度三重県診療放射線技師学術開会は開催しないことで決定。 

大会長 山田　隆憲

副会長 中西　左登志

実行委員長 界外　忠之

副実行委員長 難波　一能

事務局長 安本　浩二

企画委員長 山田　剛

総務 村上　謙二 奥村　尚人

会計 石河　真人

プログラム 難波　一能 武藤　裕衣

会場・機器展示 丹羽　正厳 大川　和穂 白藤　裕敏

広報・演題登録 浅沼　源示

運営 落合　哲也 山本　憲一

ランチョン 武藤　裕衣

意見交換会 森田　英稔 北林　厚生

監事 荻野　豊 牧　浩昭 伊藤　守弘
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以上を持って本日の議案全部の審議を終了し、21時30分閉会した。 

以上の決議を明確にするため、この議事録を作り、出席理事及び出席監事がこれに記名押印する。

上記のとおり原本と相違ない事を証明する。 

平成27年11月24日 

一般社団法人　三重県診療放射線技師会 
会長 山田　隆憲 



 
■　第66回総会資料 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■　編集後記 

平成28年度に続く編集班の活動として、三重県診療放射線技師会ホームペー

ジを色使いやフォントサイズに注意し、見やすいレイアウトを目標に再編成

いたしました。	

また、PC表示サイズはもとより、スマートフォン、タブレットでも表示で

きる様にレスポンシブデザインを採用しました。	

正式公開は、第66回総会終了後を予定しております。	

修正箇所などご要望ございましたら、スキルの届く限り対応させていきま

すのでwebmaster@mieart.jpまでご意見を頂ければ幸甚です。	
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